
　以下は、住宅に求められる機能を私なりにまとめたものです。

　これらの機能を満足した上で、「Low Carbon」に取組む必要があると考えます。 


住宅に求められる機能の整理


※色付け部分は、建築的な対応が必要。




備考：空気の比熱は、1.2kJ/m3℃（1m3の空気を1℃上げるのに必要な熱量）

　　　成人の体重1kgに対する1日の基礎代謝エネルギー（寝ている時の放熱量）の目安：100kJ/日


　　　6畳間（約10m2×2.5m（天井高）＝約25m3）で体重60kgの人が寝ていると、60kg×100kJ/日÷24時間＝250kJ/時間

　　　250kJ/時間÷（25m3×1.2kJ/m3℃）＝8.3℃/時間　（部屋の熱負荷を無視しています）


　　　人間の体温は36.5℃程度のため、実際には潜熱で放出され、室温が1時間で8.3℃上がることはありませんが、人間ひとりにとって、

　　　6畳間空間の閉め切った状態はかなり狭い印象です。夏は寝苦しい訳です。　　　

　　　したがいまして、広い空間または広い空間との「つながり」が必要です。「欄間」は熱的に有効


【冬】

　①「脱衣所」は、リビング空間につなげることで寒くなくなった。


　②20℃程度であれば、浴室・台所からの加湿で十分に50％となる。

　③コールド・ドラフト対策を行えば、20℃でも寒くない。


【夏】

　①南西と北東の窓を2～3cm開けるだけで、風が通る。


　　（室内の扉・戸は全開。）

　②Tシャツに短パンで寝ていれば、熱帯夜でも30.0℃までは寝られる。


　　30.0℃を超えると目が覚める（目覚まし時計内蔵の温度計にて）が、

　　扇風機を回せば、寝られる。

　　ただし扇風機の風が家内に当たると「寒くて眠れない」


　　とクレームがくる。


楽しいわが家（「わが家の試み」）からわかったこと




① ヒートショック：寒い空間を作らない

 　 ⇒　トイレと洋室(1)は「寒い空間（玄関）」から切離せませんでした。


② 防犯：開口部の防護

 　 ⇒　8階ですが、窓を開けて寝るのは抵抗があります。

　　　   一応、簡易なストッパーを付けています。


③ プライバシー

 　 ⇒　夏の夜は、家族同士のプライバシーどころではありませんが、

　　　   できれば・・・。


④ カビ：結露させない

 　 ⇒　窓の結露は、壁の中で結露させるよりは良いと思っていますが、

　　　   ブラインドがカビました。


楽しいわが家（「わが家の試み」）で実現できなかったこと


全て実現させるためのひとつの例 （表彰の対象外です）

　家族が集まる部屋の容積を増やすための天高確保。各部屋間に欄間設置。

　高天井に対応した放射暖房（床暖房・放射パネル・セントラル給湯）。

　話が逸れますが、メゾネットとすることで南側に玄関を持ってこられないでしょうか？

　縁台将棋等、住民間の交流が図れないでしょうか？



